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  R4 
モナドの活動もありえないとして、協働の
不可欠性、根源性が強調されているものの、
神が各モナドの個々の作用に対して直接的
に協働するという点に十分言及がなされて
いない。しかしこの点はライプニッツにと
って重要だったと思われる。むしろ「直接
的（immediatus）」で「特殊的（specialis）」
な協働がありながらも、神が罪の作者では
ないことを物体の「惰力（inertie）」の比喩
などを用いつつ示すこと、それがライプニ
ッツの弁神論の一課題だったであろう。	
以上の問題を残しつつも、これまで日本で
はあまり取り上げられなかった協働という
テーマについて、根無の論文とともに今後
の研究を進展させることになるだろう。 
	 その他の論文についても概略的にではあ
るが紹介したい。佐々木能章は、『モナドロ
ジー』における、さまざまな視点から見ら
れた「同一の都市」の「同一」の論じ方に
注目し、「連続律と不可識別者同一の原理を
用いて、人間の立場から「同一の都市」を
導き出す可能性を探って」いる。 
	 町田一は、単一性を表示するモナドを自
存する単純実体としてライプニッツが規定
しえたのはなぜかという問題を提起し、「分
有論的枠組みを［…］自明なものとして体
得し、吸収していたからである」と結論す
る。 
	 枝村祥平は、ライプニッツの前期から後
期に至る、物体の位置づけの変遷を原典に
即しながら丁寧に辿っている。 
	 今野諒子はライプニッツのイタリア滞在
期（1689-90 年）の運動論を詳細に記述し、
ライプニッツ自然学の発展におけるその位
置づけについて考察している。 
	 長綱啓典は、精神＝「神の鏡」のうちに、
「宇宙の鏡」のテオーリア的性格にとどま
らぬポイエーシス的性格を読み取り、『モナ
ドロジー』と道徳哲学・政治哲学との連関
を強調する。 
	 酒井潔は、『モナドロジー』最終部の倫理
神学思想が時世への迎合などではなく、当
時の神学諸派との論争を意識し、「形而上学
的最善説、反主意主義的合理主義神学の立
場」を打ち出すものだったことを明らかに
し、そこにおいて「一層普遍的な神学を再
建せんとする試みであることが意識されて
いた」ことを示している。 
	 山根雄一郎は、批判期のカントが「事柄
としてのモナド論の理解は、ヴァルヒやブ
ルッカーといった当代の文献の記述を手掛
かりとした」と、資料にもとづき推測する。 
	 中山純一は、フッサールによるモナド概
念の継承と展開を詳述している。 
	 橋本由美子は、ドゥルーズに依拠しなが
ら不共可能性や神の最善選択について考察
している。 
	 上野ふきの論文は、知恵の単なる集積な
らぬ「集団知」形成の研究にモナド概念を
活用する手法を検討する新たな試みである。 
	 全体として、酒井も述べるように、各執
筆者の専攻領域が活きるものになっており、
神学との関わりも含めてモナド概念の射程
の広さをよく描き出しているといえよう。 
